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15 林業:碱标の効率的作炙矽術
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機械化都作並褂長:中村英石

前柵智林縁沼国営林M:髙田長武

2 試坊它的

做後における林業剥笠作業の進墜には華々しいむのがあるが.そ<•・、作榮技街の中には或養で 

ありながらー股技術名から兒落とされ•未解決のま・に残されている小頂も少なくない。木試 

整はそれらに再検討を加え.林業横はの神能を効果的K発部させる技術な確位するだうに,透 

っかのサフテーマを股け,术要かつ解決の死込のあるものから逐次取り紀んで行こうとするも 

のである,

なおできるだけ早急に诋果なあげるためには林試のみでは兵力不足であびので・れれわわの 

諏死と平行して,况有林わよび府衆研究梳BPに対するプロジェクトり-デ<レダ在・轲力におこ 

ない均田して成果の拡大と実用化を推進する。当油めサブテーマは®崟村か.•索道用c出採ア 

ンカーの剣灼踞知(0).吳材櫻川ガイドブrr ?クの脫ポ拘由怖止"も©・チェンソー便,中技 

術の 5つである。

3 昭未4 2年度の护逸とえられた紐果

「梁材!盗用ガイドブロックの脱索防jEJと「チェンソー便用技術の改善」の2サフ•テーマに 

ついて前年旌忙引続き歆<査研究をおこなった。

') 湖機川ガイドプロプク住ついて

匡冇林で使用されているカイドブcソクはノインチ以上のものか多いが.それら絹は 

脫索尼より側叛その他ビ枝しい很陽を受けた&のが多く . 9イン子以上亿なるとその倾 

向は権めて同くなる°この％呢はf..J時にワイヤc ープ低も大さなfilthがもたらしている 

ことを皓示している。弱地洲査で旌宅遂生とほヾ伺時に生じた作黑M・瑚故に曲遇し 

たことすらある。ワイヤロープの成労の点から見れば勿煮大廷プロックの使用が1?［残し 

いのであるが,民出:に歩い5吋以下‘の小明整措のプロブク忙は屁世偈痕の少ながった訓 

置結果を勘案するとぎ.网或の彩扶,脚と威心及び作黒索や!H：.•ロープの力の作用点 

との#偽など•ブnアクポ体心如しても,脂索や頂阔に防・する因子が幾つBあ女5で 

圖板C作’状•ンヤブクルの英さと形状.その伽の改善狀作を依頓しているがザ場の使用 

条件区子が雑多なので理岬なものに宝贓‘するまでにはかなりのB号間を必!するものと思



われる。但し軽く作社こと,吏心を作漿索力点に近づけること,プ。ソク的枚の拄(部附 

近に・適当な反りと持た心たヒレを設け・作菜密C当りを染可とさせないようにすること・ 

・ンーブ罚底の丸味の现淄セ给やして,使用作業崇尼もっと適台させ祈るよう心「6こと 

虹先の吊り琢を渣心!笠附近心多す”、畑,没することなどかなり共你的な改鶴方向を野らか 

にすることがで巻た〇

使用方法:«ついて,二,大碓ブn ノクは疹向角が大きく gいカカ"かるN所で.更に作 

業法をゆるめた際にもブCナクが正當に近い姿勞を保つに充分な殊沼販力が残る坎合;： 

はそのまま便うことができるが•その冬件に欠けろもののあるm合には台付とブコック 

がー｛女にスイングするように添え技を当てる方法や,更に条件の恶い;血c対しては前丕 

の求心部吊り画な!吏って・士;いゴム紐小パネ,以は小奇南とパランスウェイトでガイド 

プロブクの质さをほしてやわ方法を收らないと首吊り脱索を生じ易いことかほ刀明ら却 

尼なった。また亥向坊か小さく,プロケクに刀、かる合力の小さな所に!1,現用のような 

帝く頑丈なブユブクではなく •別に小型でもよいから,附1J；Sものを準備して,これを遭 

材適所に正しく便I 、分け4ようにしないと.プa •Zク鶏:扳えの他:•C丄る好ましくないじ 

擦や拍壕が灸生する。台伊けつープの便用方事b成行の標伞方式でIあ科がかI)にな〇て 

瑯板をこする健向が出るか•左右どちら”、の花口を上にするとその知向かんく,％り,茨 

対ru心と逆に多くなるm所が多いので,取りつけには注;西を耍する:

これらについては別にー㈱cンヤックルを追加便用すれば略決でさることが多いが, 

ハづクルの形状や瞄にも唤杵の余地がある。白付け也ついても変向角や作栄细所・ 

ら大七なカかかからず,一木・吊,9Kしても例えは実弟に1。应上の安全案が褂られる場 

術において"標準方式に依らない方が良いこともある。

以上の結果はかなり重大さ的はをはらんでおり,琪埸技術指尋か適琲見おこなわれる 

こと,作染チームの技術七ラルが无分為められることが御提条件はなろが,所諳定囈や 

胃行足とらわれずに集材微作業技術q占:・的な両検討を必要とする咬階に入ったことを 

示咬するものである。

)チェンソ一作薫にゆしては前年度に弓疏ぞ瓣断血牘速既とエンジンの作業負荷回伝亲 

度を2つの柱として,刃当り長の大小!てよるル春変化の鄒!を調べた拈果,柚身のチェ 

ンでは刃当り长10 e前后が最も沸く切れることが明らか亿な〇だので.大径材に対し 

てはこの刃当り長を・俊持する、!!うにプレ～卜•の進め方を変化させるゆさぶり切りと仮妳 

する髙既の技術の可・脂件を砥N・し,また,刃当り5s以下で急亿能力が低下することか 

-4 8 一

ら働端な小径材はチェンソ一知斯忙は不利であることも明ら刀、になった。その他.デ 

エンの通正-辙座は一定のも厂ではなく.作楽条件によって索化させるべさであるこ 

と。ケエンオイルの供給呆も作斐条件によって変化させるべきで,密雑逆切りには多 

上日て与えなければならないことなど,技術指導上市視すべさ幾つもの新寮実が明らか 

になった。速书仗臉を担当している冬合燃就にかいても,倒fr,伊初,気您劣•異・cた 

条件下町おける牧埔卻査を続けて始り.相互tcM>を交換對諭して成果を固めっっあ 

る〇

なお吊近輸入された卜,ブファイリング耕チ=ンを装価した松树は•作X現想最大 

の問題点である目立てを自動化傑単化する•ための一つの解決手段となる可料j:が掴待 

て・共るので•とりあえずこれについても•鄙:lj抵断と刃当り長別の鋸断をおこなって. 

性爵傾向の敖略を!!巧^した。研や石の懷伐・:梁によっては目立て秘废が落ちること. 

リJり込スに隰して多少プレート・がある傾「句があり•従来のチッパー堡チェンと手加滅 

が独るなど女英なる点が無くもないが,有象な而が多いので更に詳しく潔査してみた 

い。

4 昭刑4 3年度の务I培計画

1)ガイドブロ yク

！ 側板形状の唉的改暮

" ンヤックルの長さと形狄の校討改善

川大径フ・nノク用吊り環位靜の決定

而仝上吊り上げ腳の検討

v小負荷用小型軽抓ガイドブロック

vi作染索张力密化翎涵の聞発

以上の試作峻討を含めてガイドプコフク使用技術を取りまとめる。

2) チェンソー

チクパー型チヂン装俯のもの抵ついては刃当り长の変化の3を由に詳細に追及すると 

共に,小技木用のマイクロカードチェンkついて向様の糜冠をおこない,チ,パー歐チェ 

ン装知のチェンソ一作某技術として取りよとめる。

点た・卜〃・フ・,イリング”エンについてもチ小一敗・合とほヾ局栋の縛裁を史 

脇行し・その博格を明らか"「ると共代合羿的作業技術として取りq刈る。


